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東亜天文協會
　　　　　　　　　　　　　會　　　　　報

　02月例會一去る2月19日午後2時牛より花山防音垂で，出本拠長のL近年の日食■

談あり，歴日積雪の花山道を登って，蓮近より，熟心な會員達が集合され，昨年8月

31日の北米での日食，明年2月14日の南洋の日食及び1936年6月19日北海道北岸に於け

る日食等の説明や種々の興味ある豫測談など，幻燈，門田等を眺めながら聴講し，午

後4時頃解散した・

　05月例會は都合により延期されました・

　O故中村要氏遣稿が少藪痩ってゐます，御希望の方は邊料を添へ御申込み下さい・

約4，5名に限り御頒ち致します・

　2刀唐揚載，グレゴリ野望蓮鏡原稿，3刀號揚載，小遊星の話原稿・

　O観測部太陽課の槻測報告は，花山天文奎太陽課宛観測報告を願ます，

　　　　　　　　　　　　　北米通信

　前岩　先頃，ロスアンゼルス市のタイムス新聞日曜附録に，　アリゾナ限石

坑とインデアン種族の滅亡とを結び付けた“When　a　comet　structed　the

Ilarth”を譲んで大攣面白き見解と存じ，同封のやうなもの書いて見ました．

若し幸に｛費値あると御盛にならば，天界に御のせ下さい・（隠忍）叉同封の爲

眞は此頃やうやう出來上りました八吋及緯圏の反射望達鏡であります．鏡は

二つ共学が磨きましたが，丘guringはRiverside，　Cal・，のDr．　H．　Page　Bailey

氏に御願して仕上げました．八吋のMOuntingはフオ1ド自動車の古物で作

った赤道儀であります・Amateur　Telescope　Makingからとった型で，割合に

容易く仕上げる事が出隅ました。九吋の方はDr．　H，　Page　Baileyが作った

同氏搦特のフオ1ク形のマウンティングで筒が極軸より三度計り下まで動く

やうに出來て居る爲，北極星附近の室も充分見る事が出來ます，全部アルミ

ニウム製で震動がありません．鏡のセル（Cell）だけを鋳鐵で作り，筒のバラ

ンスを取り易くしました．素人作としては頗る蓮縛が滑かに行きます．窺眞

器も取り付けて試みましたが立派なものが撮れました・此の望遠鏡を持って

見ると清澄な砂漠の室も案外Seelngの悪い夜が多いのに驚きました．まし
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て冬季は太李洋滑岸は雨期に入る爲，風，曇或は寒さなどに妨げられて星を

見るchanceが少ないのに閉口して居ります．

　昨年は十藪個の彗星が出現しましたが，強く白入によってのみ磯見せられ，

ましたが，本年は是非共，二三個，日本人の名を附したものをと同好會員諸

君に御願ひ致します．

　1933年一月廿三日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　在米　　長　田　政　　二
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　　　　　　　　　　　南　　米　　よ　　り

　　昭和八年一，月十四日

　　　　　　　　　サンパウロ州ノロsステ線ルツサンビラ騨第一アリアンサ

　　　　　　　　　　　　　　　　東亜天文協會ブラジル支部紳興信一一

京都帝國大學内　東亜天文協會御中

　謹啓，中村要先生御隠去の趣き十一月號天界にて拝見’・・たし，一同驚き入りました

次第で御座います．入會心々のことでありまして，先生からお敏へを受けます機會も

ありませんでしたことは獲念に堪えまん．諸先生方の御落膿も一入の御事と御推察申

上げます．私等；研究所員一同は，近日中に附近の農園に勢働に参り，その得ました賃

金を）中村先生追悼の私達の微意としてお途りいたすことにいたします・どうか然様

御承知下さいませ・（中略）奥地であります埋め精確な時間といふことに非常に困難）・

たして居ります・現在では簡軍な日時計をつくり，毎日太陽の南中時を計り，ストッ

プウオッチで時間を計ることにして居りますが，手輕な日時計の完成品は，どの様な

種類のものがあり，叉，債格はどれ位のものであるかを御知らせ下さいませんか・

　ブラジルに於ては日本の参謀本部の地圖の様な精密なものは絶罫にありませんの

で，顧慮の経度を比較的正確に知るに困難でありますが，簡易な方法を御教示下さい

ませ．

編　囎　室　よ　り

　本號は，偶然ながら，近頃珍らしい内容となりました・L新知識「を除いては，皆何

れも頗る興味ゆたかな遜俗記事を得ましたので，初歩の護者に歓迎されることN思ひ

ます．一種のL彗星と油石特輯號「です．なじみ深いGlanville老が死なれました。

全く，悲しい知らせです・次號にでも同氏の追記を載eませう・未墓表の中村氏の遣

稿はまだ澤山あります．號を追ふて出します・死して後も，中材氏は吾々を教へ導き

ます・南米支部の人々の腐心と寧日とには感心させられます．

　山本會長の突如とした外遊には驚かされますが，しかし，目下，編輯部は多士瀬々

ですから，課長不在卑も心配はありません・一むしろ，會長内事後のおみやげをウン

と期待します・

　　　　A・會賢の値下げ（せめて，年2圓ぐらみに）
　　　　B．本誌の．増頁（少なくとも，山高100ぺ1ジ1こ）
　この二つの切なる希望を，多くの三二から聞き，又，本部でも熱心に之

れを待望してゐます．學界は門々多忙であり，各地各方面からの珍らし

い原稿は編輯室に山積してゐます．しかし，資金が不足のため，上記の理

想は今まで實現されす，早る原稿の如きは一ケ年牟も握りつぶされてゐ

ます．此の町明を突破する唯一の方法は新入會員を増すことです．ひ

とへに現在會員の御勘当と御三働を願ぴます．総員2，000人となるまで！


